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そ
こ
で
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ

ン（
ク
オ
ー
タ
制
等
）を
取
り
組
む

組
織
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

中
南
米
に
あ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
も

ク
オ
ー
タ
制
（
議
員
や
そ
の
候
補

の
う
ち
一
定
数
を
女
性
に
割
り
当

て
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
も
の
）

を
導
入
し
た
国
の
一
つ
で
す
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
あ
る
町
で
は
、

３
年
前
に
初
め
て
女
性
市
長
が
誕

生
し
ま
し
た
。
女
性
た
ち
の
家
事

や
育
児
な
ど
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
に
、
学
校
や
病
院
か
ら
徒
歩
２０

分
圏
内
に
、
就
職
支
援
施
設
や
託

児
所
等
を
設
け
、
無
料
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
女
性
達

は
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
就
職
に
繋

げ
て
い
ま
す
。
一
人
一
人
の
自
己

肯
定
感
が
高
ま
り
、「
私
」
と
い
う

存
在
を
認
め
ら
れ
た
、
と
喜
び
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ク
オ
ー

タ
制
を
導
入
し
、
ま
ち
づ
く
り
の

変
革
を
起
こ
し
た
こ
の
町
は
、
女

性
が
元
気
で
増
々
発
展
し
て
ゆ
く

事
で
し
ょ
う
。

何
が
何
で
も
男
女
の
数
を
揃
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
は
な

く
、
社
会
に
色
々
な
人（
多
様
性
）

が
い
た
ら
、
そ
の
声
を
取
り
入
れ
、

生
か
し
て
い
く
。
み
ん
な
違
っ
て

素
晴
ら
し
い
の
で
す
。

１
９
９
９
年
に
「
男
女
共
同
参

画
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、
そ
の

１９
年
後
の
２
０
１
８
年
に
「
政
治

分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推

進
法
」
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
４
月
に
行
わ
れ
た
「
第
２０

回
統
一
地
方
選
挙
」
で
誕
生
し
た

女
性
議
員
は
、
過
去
最
多
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
議
員
全
体
の
２０
％
を
下
回
る
の

が
現
状
で
す
。

２
０
２
２
年
に
報
告
さ
れ
た
政

治
分
野
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ

指
数（
男
女
格
差
を
示
す
指
数
）で

は
、
世
界
１
４
６
か
国
中
、
日
本

は
１
３
９
位
と
最
低
水
準
で
、
ま

　
『「
男
性
目
線
」を
変
え
て
み
た
』

　
　
　
（
Ｅ
テ
レ
）を
視
聴
し
て

工
藤　

美
恵

だ
ま
だ
男
性
中
心
の
政
治
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

政
界
に
限
ら
ず
、
企
業
経
営
の

分
野
で
も
意
思
決
定
層
が
多
様
化

す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
①
特
許

の
経
済
価
値
が
男
性
だ
け
の
チ
ー

ム
よ
り
男
女
両
方
い
る
チ
ー
ム
の

方
が
１
・
５４
倍
高
い
。
②
企
業
の

利
益
率
が
平
均
以
上
に
な
る
場
合
、

女
性
役
員
３
割
以
上
の
企
業
の
方

が
１
割
未
満
の
企
業
よ
り
１
・
４８

倍
高
い
。…

等
が
あ
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
男
女
格

差
が
縮
ま
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
。

そ
こ
に
は
Ｏ
Ｂ
Ｎ
（
オ
ー
ル
ド

・
ボ
ー
イ
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

の
壁
が
存
在
し
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
Ｎ
と

は
、「
あ
の
会
社
、
こ
の
会
社
を
今

ま
で
成
功
に
導
い
て
き
た
人
た
ち

が
作
っ
て
き
た
成
功
体
験
等
が
全

て
だ
と
思
っ
て
い
る
男
性
中
心
の

組
織
、
人
脈
等
」
を
指
し
ま
す
。

　

し
か
し
そ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
家
で
生
活
を
支
え
て
く
れ

る
妻
が
い
て
く
れ
る
か
ら
こ
そ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
支
え
て
く

れ
る
女
性
が
、
社
会
参
加
・
活
躍

で
き
な
い
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
な

の
で
す
。
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み

ほ

文

芸

正
調
俚
謡　
日
和
吟
社　
字
結
び「
芸
・
術
」（
一
字
以
上
詠
み
込
み
）　　　　　
（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡
日
和
吟
社
字
結
び「
芸
・
術
」（
一
字
以
上
詠
み
込
み
）　　　　　
（
五
十
音
順
）

通
を
き
ど
っ
て
芸
術
語
る
だ
け
ど
そ
の
絵
は
逆
さ
ま
よ　
　
　
　

石
戸
葎
華

躍
り
カ
ラ
オ
ケ
笑
い
を
誘
う
さ
す
が
夫
は
芸
達
者　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

芸
の
肥
や
し
と
放
蕩
三
昧
術
が
無
い
と
て
匙
投
げ
る　
　
　
　
　

井
戸
賀
龢
道

見
て
は
見
ら
れ
て
披
露
の
舞
台
芸
は
心
身
若
返
る　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

多
芸
多
趣
味
に
益
々
盛
ん
俚
謡
仲
間
の
心
意
気　
　
　
　
　
　

   

小
薗
江
久
美

技
術
ま
だ
ま
だ
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
復
帰
喜
ぶ
仲
間
た
ち　
　
　
　

門
脇
悠
美

夫
が
作
っ
た
組
曲
奏
で
大
正
琴
の
持
つ
術
伝
え
た
い　
　
　
　
　

木
村
幸
子

芸
に
一
筋
心
も
身
を
も
か
け
て
舞
台
の
晴
れ
姿　
　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

老
い
て
術
あ
り
ま
だ
ま
だ
動
く
長
寿
日
本
趣
味
で
暮
れ　
　
　
　

関
根
秀
子

手
術
出
来
な
い
も
う
手
遅
れ
と
寝
汗
び
っ
し
ょ
り
い
や
な
夢　
　

高
橋
一
歩

酒
も
飲
ま
ず
に
座
を
持
ち
上
げ
る
ど
じ
ょ
う
掬
い
の
隠
し
芸　
　

田
島
草
実

歌
で
サ
ブ
ち
ゃ
ん
器
用
な
腕
で
芸
の
大
御
所
筑
風
師　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

猛
暑
手
を
引
き
こ
の
世
と
あ
の
世
照
ら
す
術
あ
り
彼
岸
花　
　
　

沼
嵜
朋
香

生
き
る
術
な
ど
幼
き
頃
に
自
立
人
生
八
十
路
生
く　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

安
芸
の
宮
島
世
界
を
つ
な
ぐ
海
の
回
廊
朱
の
社　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

暇
で
始
め
た
芸
事
続
け
歳
重
ね
て
生
き
る
糧　
　
　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

八
十
路
す
ぎ
て
の
手
術
は
つ
ら
い
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
た
だ
痛
い　

山
﨑
泰
弘

む
ら
雲
に
か
く
れ
て
現
れ
て
今
日
の
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

夕
焼
や
コ
ス
モ
ス
の
道
す
ぐ
曲
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
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恵
美
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土
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や
縄
文
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と
の
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市
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行

七
輪
も
炭
も
揃
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刀
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来
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独
り
占
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す
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の
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げ
に
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と
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や
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る
縄
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き
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落
と
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名
月
に
召
さ
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し
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お
と
う
と
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水
飲
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で
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は

十
月
の
俳
句
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題　
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雑
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）
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月
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俳
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題
当
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し
ゅ

よ
わ
い

あ

や
し
ろ

あ
け
び

し
み

わ
れ
も
こ
う

美浦村はたちのつどい美浦村はたちのつどい

◇問合せ　生涯学習課（中央公民館内）☎０２９－８８５－４４５１　ＦＡＸ：０２９－８８５－７０１５

⾃衛官等募集案内

【開催日時】令和６年１月７日（日）午前１０時３０分から※午前９時３０分より受付開始
【 会　場 】中央公民館大ホール
【対 象 者】平成１５年４月２日から平成１６年４月１日生まれで、次のいずれかに該当する方
　・美浦村に住民登録のある方
　・村内の小・中学校を卒業された方

を開催します

陸上自衛隊
高等工科学校
（推薦）

陸上自衛隊
高等工科学校
（一般）

一般曹候補生

自衛官候補生

受験資格

１２月１日（金）
※締切日必着

受付締切

令和６年
１月５日（金）
※締切日必着

１１月３０日（木）
※締切日必着

※応募資格年齢の起算日は募集種目ごとに異なりますので各募集要項で確認してください。詳細はお問合せください。

■問合せ　自衛隊茨城地方協力本部龍ケ崎地域事務所（龍ケ崎市寺後３６２９－５）☎０２９７－６４－３３５１
　　　　　ホームページ（https://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/）、E-mail（hq1-ibaraki@pco.mod.go.jp）


